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「
薬
害
Ｃ
型
肝
炎
救
済
特
別
措
置
法
」、「
特
定
Ｂ
型
肝
炎
感
染
者

へ
の
給
付
金
等
支
給
特
措
法
」
が
設
立
し
、
裁
判
を
通
じ
て
補
償
・

救
済
さ
れ
る
仕
組
み
が
で
き
た
。
し
か
し
カ
ル
テ
や
明
確
な
証
明

が
必
要
な
た
め
、
裁
判
に
よ
り
救
済
さ
れ
る
の
は
ほ
ん
の
一
握
り

に
過
ぎ
な
い
。

　

注
射
器
の
使
い
回
し
、
輸
血
、
薬
害
に
よ
る
Ｂ
型
肝
炎
・
Ｃ
型

肝
炎
患
者
に
対
し
て
、
国
が
感
染
被
害
を
償
い
、
い
つ
で
も
、
ど

こ
で
も
安
心
し
て
治
療
を
続
け
ら
れ
る
た
め
に
、
肝
炎
治
療
と
命

を
支
え
る
公
的
支
援
制
度
を
確
立
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
速
や
か
に
必
要
な
措
置
を
講
じ

る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

一
． 

肝
炎
対
策
基
本
法
に
基
づ
き
患
者
救
済
に
必
要
な
法
整
備
、

予
算
化
を
進
め
、
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
患
者
が
適
正
な
救
済
が

受
け
ら
れ
る
こ
と
を
旨
と
し
た
救
済
策
を
実
施
す
る
こ
と
。

二
． 

肝
炎
治
療
薬
、
検
査
費
、
入
院
費
へ
の
助
成
を
は
じ
め
、
肝

炎
治
療
費
へ
の
公
的
支
援
制
度
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
肝

硬
変
、
肝
ガ
ン
患
者
へ
の
障
害
者
手
帳
の
交
付
基
準
を
改
善

し
、
肝
炎
対
策
基
本
法
が
定
め
た
Ｂ
型
肝
炎
・
Ｃ
型
肝
炎
に

よ
る
肝
硬
変
、
肝
ガ
ン
患
者
へ
の
特
別
な
支
援
策
を
講
じ
る

こ
と
。

三
． 

治
療
体
制
・
治
療
環
境
の
整
備
、
治
療
薬
・
治
療
法
の
開
発
、

治
験
の
迅
速
化
な
ど
を
図
る
こ
と
。

四
． 

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
未
検
査
者
、
ウ
イ
ル
ス
陽
性
者
の
未
治
療
者

の
実
態
を
調
査
し
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な
げ
る
施

策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
Ｂ
型
Ｃ
型
肝
炎
に
よ
る
死
亡
者
一

時
金
、
感
染
者
・
患
者
に
は
健
康
管
理
手
当
・
支
援
金
を
支

給
す
る
法
制
度
の
確
立
に
よ
っ
て
、
感
染
被
害
が
報
わ
れ
、

持
続
的
に
治
療
を
続
け
ら
れ
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
。

 

（
抜
粋
）

12
月
定
例
会
中
に
お
い
て
、
委
員
会
付
託
さ
れ
た
請
願
な
ど
を
審
査
し
報
告
し
ま
し
た
。

議員提案よるに意見書

補正予算 医
療
従
事
者
育
成
奨
学

金
貸
付
条
例

医
療
従
事
者
育
成
奨
学

金
基
金
条
例
委

副
町
長
の
選
任
同
意

監
査
委
員
の
選
任
同
意

Ｂ
・
Ｃ
型
肝
炎
患
者
の

救
済
に
関
す
る
意
見
書

一　

般　

会　

計

特　

別　

会　

計

議　長　木野山孝志 － － － － － － －
副議長　小川　清治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議　員　片山元八郎 ○ ○ ○ ○ × ○ ×

藤田　晃己 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
村上　克朗 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
松本　彰夫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
丸山　達夫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
寄定　秀幸 ○ ○ ○ ○ ○ － ○
久保田龍泉 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
橋本　輝久 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
横尾　正文 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
妹尾幸太郎 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠
横山　素子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
赤木　俊二 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
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総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

○�

国
道
１
８
２
号
線
来
見
小
学

校
入
口
付
近
道
路
拡
張
に
つ

い
て

採
択

　�

　
入
口
付
近
の
幅
員
が
狭
く
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
等
の
車
両
が
離
合
困
難
で
あ
る
。
ま

た
急
な
坂
道
で
、
冬
季
は
凍
結
し
危
険
で

あ
り
改
良
す
べ
き
で
あ
る
。

○�

ど
ん
ぐ
り
幼
稚
園
運
営
補
助

金
に
つ
い
て

採
択

　�

　
園
児
減
少
傾
向
の
状
況
下
で
経
営
努
力

は
し
て
い
る
が
、
非
常
に
厳
し
い
運
営
を

し
て
い
る
。
地
域
的
に
必
要
な
施
設
で
あ

り
、
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
、
町

全
体
の
保
育
所
、
幼
稚
園
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
子
供
・
子
育
て
会
議
な
ど
の
創
設

を
し
議
論
す
べ
き
で
あ
る
。

○�

常
設
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の

移
設
に
つ
い
て

継
続
審
査
・
調
査

　�

　
統
合
中
学
校
建
設
期
間
中
は
、
現
シ
ル

ト
ピ
ア
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
一
部
や
、
油
木
小

グ
ラ
ウ
ン
ド
も
使
用
可
能
で
あ
る
が
、
他

団
体
と
の
使
用
日
の
調
整
が
必
要
で
あ

る
。

　�

　
今
後
、
学
校
跡
地
利
用
な
ど
総
合
的
に

判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。

○�

西
油
木
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の

移
設
に
つ
い
て

継
続
審
査
・
調
査

　�

　
生
徒
及
び
近
隣
住
民
に
ど
の
よ
う
な
健

康
な
ど
の
被
害
が
想
定
さ
れ
る
の
か
、
ま

た
技
術
的
に
粉
じ
ん
を
抑
え
込
む
防
じ
ん

対
策
を
研
究
す
べ
き
で
あ
る
。

○�

町
営
水
道
へ
の
編
入
に
つ
い

て
採
択

　�

　
合
併
時
以
降
に
お
い
て
、
各
水
道
施
設

管
理
者
に
意
向
を
打
診
し
、
各
施
設
管

理
区
分
を
決
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
町
水
道
事
業
と
し
て
維
持
管
理
す
る

に
足
り
る
諸
条
件
が
満
た
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
要
望
さ
れ
る
施

設
つ
い
て
も
条
件
整
備
に
必
要
な
経
費
等

も
勘
案
さ
れ
、
移
管
替
え
を
要
望
す
る
。

○�

国
道
１
８
２
号
線
来
見
小
学

校
入
口
付
近
道
路
拡
張
に
つ

い
て

　�

　
調
査
の
結
果
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会

の
所
管
事
務
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
た

め
、
同
委
員
会
へ
回
付
し
た
。

　Ｂ型肝炎・Ｃ型肝炎患者の救済に関する意見書
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